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あらまし：本研究の目的は，静脈注射・採血技術における「熟練の技（わざ）」や「コツ」などの「暗黙

知」を体得するために，これまで分析対象の盲点となっていた器具を持たない補助的な役割の手指に着目

をして，初学者が刺入しにくい血管における「技（わざ）」を目前で模倣しながら学習できるウェラブル

学習支援システムを開発することである．本稿ではこれまでの先行研究を踏まえ，拡張現実（Augmented 
Reality：AR）を用いた学習支援システムを開発したので，その概要について述べる． 
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1. はじめに 
看護の持つ「暗黙知」の分析は，定量的に扱うこ

とが難しく，インタビューなどの定性的アプローチ

がとられてきた．従来の看護技術における学習支援

システムは，「知識」の部分や主体となる看護師のみ

に焦点を当てるようなものが多く，「技能」のもつ「暗

黙知」をリアルタイムに可視化してその場でトレー

ニングを可能とするような学習支援システムがなか

った．そこで本研究の目的は，静脈注射・採血技術

における「熟練の技（わざ）」や「コツ」などの「暗

黙知」を体得するために，これまで分析対象の盲点

となっていた器具を持たない補助的な役割の手指に

着目をして，初学者が刺入しにくい血管における「技

（わざ）」を目前で模倣しながら学習できるウェラブ

ル学習支援システムを開発することであり，このた

めに以下の 3 つの側面から研究を行っている． 
(1)静脈注射技術において，補助側の手指にセンサを
装着し，血管への刺入を行いやすくするための接触
力を分析する． 
(2)学習コンテンツとしてわかりやすく可視化する
方法を検討する．  
(3)ウェラブルメガネを用いてリアルタイムに学習
を支援するシステムを検討し開発する． 

現在，(1)について，補助指の接触圧と皮膚伸展圧
を分析し，熟達者と初学者の特徴の比較を行い，(2)
について検討している．本稿では(3)について，拡張
現実（Augmented Reality：AR）を用いて学習支援シ
ステムのプロトタイプを開発したので，その概要を
述べる．  

 
2. 先行研究 
著者らはこれまで看護技術の技能の暗黙性に着目

して，以下(1) ～(5)の 5 つの研究を行ってきた．   
(1)インタビュー調査から，多くの看護師は静脈の

確認ができればほとんどは静脈への刺入はできると

認識しているが，上手にできた瞬間を言語的に，「『く

くっと』，『すーっと』血管に入る感覚」と表現する

にとどまり，その感覚を正確に伝えることは困難で

あること(1)，初学者である看護学生は，手順を覚える

ことが技術のコツであると考えており(2)，学習支援

のプロセスとしては，手順のマスター，次いで熟達

者の特徴に近づけていくことが重要であることを明

らかにした．(2)静脈注射技術実施時の視線分析から，

初学者（看護学生）と熟練者（看護職）の特徴と違

い，熟練者は次の作業に向かって視線を動かす（先

行処理）ことなどを明らかにした(3)．(3)手順及び視

線の動きから，技術の振り返りを支援する内省型学

習支援システムと，手指用モーションキャプチャに

より技術実施時の手指動作をCG で再現できるシス

テムを開発した(4)．(4)看護技術の暗黙的な特徴デー

タを多様な視点から抽出するために，実施者の「脳

波」と「心拍」データの分析から，看護技術実施プ

ロセスにおけるリラックス状態と緊張状態を明らか

にした上で，熟練者と初学者の「技能」の特徴を比

較した(5)．(5)看護師－患者間の相互関係性の良し悪

しも技能の熟達に関係するのではないかという仮説

にたち，看護師と患者の生体リズム（脳波と心拍）

の同調情報（引き込み現象）の分析を行った結果，

看護師のリラックス状態が患者のリラックス状態を

引き起こしている可能性を示唆した(6)．以上の教材

について図 1 に例を示す． 
注射技術教育に関しては，従来，注射器の取り扱

いについては教授者も学習者も関心も高く，学習支

援のノウハウも蓄積されてきた．しかし，注射が困

難とされる患者個々の血管の特徴（例えばコロコロ

動く血管など）に合わせた左手指の技能については，

「血管の固定，伸展」といった目的しか示されず，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C1-1 

― 69 ―



どのように血管を固定して伸展させればよいかにつ

いては，十分に教授することができていなかった． 
そこで，採血や静脈注射技術における器具を持た

ない補助的な役割の手指が，血管への刺入をしやす

くしていることから，主体物以外の補助的な役割を

果たすもの（血管への刺入をしやすくしている手指）

に着目した学習支援システムの開発を目指す．補助

指の接触圧については，熟達者と初学者の特徴を比

較し，熟達者は初学者に比較して安定した接触圧(7)

と皮膚伸展圧(8)をもって技術を実施していることを

明らかにした． 
 

 
図 1 看護技術学習のための先行研究（一例） 
 

3. AR を活用したウェアラブル学習システム 
従来の看護技術教育の方法では，初学者はまず講

義で技術の目的，手順について学び，技術演習でデ

モンストレーションを見た後，実際に個別またはグ

ループでトレーニングを行うことが一般的である．

特に，初学者である看護学生は，手順を覚えること

が技術のコツであると考えているため，指導者はわ

かりやすいデモンストレーションを心がけることが

必要であった．一方，ICT が発達した近年では，動

画による学習や eLearning による場所や時間を問わ

ない学習が可能になった．しかし，実際に行う看護

技術トレーニングでは，動画映像が示されるモニタ

ーを見ながら実施することが多く，視線の移動など

の問題からリアルタイムの学習は困難である．特に

これまで分析対象の盲点となっていた器具を持たな

い補助的な役割の手指については，映像の手がかり

もなく，初学者が刺入しにくい血管における「技（わ

ざ）」を学ぶことは難しい． 
そのためまず，熟達者の看護技術方法を視線の移

動をすることなく学習できるようにAR（仮想現実）

を用いた学習支援システムを開発した．図 2 に示す

ように，学習者は技術トレーニングを実施する際に，

リアルタイムで眼前に透けて示される熟達者の技能

映像に従って，模倣（トレース）して学ぶことがで

きる．プロトタイプシステムでは，シミュレーショ

ンの腕モデルに画像を重ねることによりトレーニン

グ可能であることを確認している． 
しかし一方では，トレーニング前の画像の重ね合

わせの調整が必要であり，熟達者（他者）の映像と

初心者の技術映像の重ね合わせには，物品の位置の

確定や模倣の仕方など，工夫が必要である．さらに，

注射技術において，器具を持たない補助的な役割の

手指の動作方法は，血管への刺入をしやすくするた

めに必要であり，学習を支援する必要がある．先に

熟達者と初学者の接触圧と皮膚伸展圧について分析

を進めていることから，今後はそれらのデータをリ

アルタイムにシステム上で可視化していくことを考

えている．  

 
図 2 AR を活用したウェアラブル学習システム 
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